
Ｈ29.8 2017.89 8

対象となる方 平成29年7月までの
負担の上限（月額）

平成29年8月からの
負担の上限（月額）

現役並み所得者に相当する方が
いる世帯の方 44,400円（世帯） 44,400円（世帯）

世帯のどなたかが
町民税を課税されている方 37,200円（世帯）

44,400円（世帯）〈見直し〉
※同じ世帯の全ての65歳以上の方（サ
ービスを利用していない方を含む。）
の利用者負担割合が１割の世帯に年間
上限額（446,400 円）を設定

世帯の全員が町民税を
課税されていない方 24,600円（世帯） 24,600円（世帯）

前年の合計所得金額と公的年
金収入額の合計が年間80万円
以下の方等

24,600円（世帯）
15,000円（個人）

24,600円（世帯）
15,000円（個人）

生活保護を受給している方等 15,000円（個人） 15,000円（個人）

どんな改正が行われるの？
高齢化が進み介護費用や保険料が増大する中、サービスを利用している方と利用していない方との

公平や、負担能力に応じた負担をお願いする観点から、世帯のどなたかが町民税を課税されている方
の負担の上限が 37,200 円（月額）から 44,400 円（月額）に引き上げられます。
ただし、介護サービスを長期に利用している方に配慮し、同じ世帯の全ての 65 歳以上の方（サー

ビスを利用していない方を含む。）の利用者負担割合が１割の世帯は、年間 446,400 円（37,200 円
× 12カ月）の上限が設けられ、年間を通しての負担額が増えないようにされます。（3年間の時限措置）

高額介護サービス費とは、介護サービスを利用する場合にお支払いいただく利用者負担には月々の
負担の上限額が設定されています。１カ月に支払った利用者負担の合計が負担の上限を超えたときは、
超えた分が払い戻される制度です。

医療機関へ支払った自己負担額が高額となったときは、高額療養費が支給されています。
平成 29年８月から、次の方の自己負担限度額が以下のとおり変更になります。

国民健康保険加入中の70歳以上75歳未満の方へ

70歳以上75歳未満の方で、収入の合計額が520万円未満（１人世帯の場合
は383万円未満）の場合および旧ただし書き所得の合計額が210万円以下の
場合で、課税所得が145万円未満の方。

※75歳になる月は、後期高齢者医療制度へ移行するため、個人ごとに上記の自己負担限度額の２分の１が
自己負担限度額となります。

８月
から

８月
から

対象

高額介護サービス費
基準（負担の上限）が変わります

国民健康保険  高額療養費
限度額が変わります

問い合わせ
町民福祉課福祉グループ（総合ケアセンターゆくり内）
☎26－7872

問い合わせ
町民福祉課町民生活グループ（総合ケアセンターゆくり内）
☎26－7871

平成29年７月まで 平成29年８月から
個人単位外来 世帯単位入院含む 個人単位外来 世帯単位入院含む

月単位12,000円 月単位44,400円 月単位14,000円
※年間限度額144,000円

月単位57,600円
※多数回該当：44,400円

それぞれの分野で先行く経営者と、ビジネスの可能性を語り合う 3時間

農業6次化で稼ぐ戦略会議
― たったひとりの会社が雇用100人以上の企業になるまで ―

場 所　総合ケアセンターゆくり
参 加 費　無料
主 催　厚真町
企画運営　エーゼロ株式会社

９月１日  金
18:00 ～ 21:00

鳥取県の美しい緑の中、広大な敷地にどどーんとそびえる都会的な建物。
ここは、23年前に１人で養鶏を始め、今では年商が数億円に達する地元企業！
つくる卵、つくる人、食べるお客様を大切にする大江ノ郷自然牧場を経営する、
有限会社ひよこカンパニーの小原さんと考える、農業 6次化で稼ぐ戦略会議！ 

厚真町ローカルベンチャースクール2017の説明会も行います

懇親会も予定しています
（会費 3,000 円程度）

vol.1
テーマ

専門学校卒業後、養鶏場勤務、サラリーマンを経て、平飼い養鶏の
夢を叶えるため、地元鳥取県へと戻り、「大江ノ郷自然牧場」を創業。
１個 100円の卵「天美卵」を全国へと販売する傍ら、地域に根差し
た６次産業を推進するとともに、自然循環型農業に取り組む。昨春
には、農と食のナチュラルリゾートをコンセプトとする体験型施設
「大江ノ郷ヴィレッジ」をオープン。現在は、100人以上のスタッフ
とともに鳥取県の新たな観光地となるべく、日々まい進する。

＜ 講 師 ＞
有限会社ひよこカンパニー（大江ノ郷自然牧場）

代表取締役　小原 利一郎 氏

申し込み

産業経済課　経済グループ　宮
メール：keizai@town.atsuma.lg.jp
電 話：27-2486
※氏名、所属先のほか「講義で聞いてみたいテーマ」が
あればお知らせください。


